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■施設をご利用される際は、このチェックシートに記載の各項目の実施を徹底いただきま

すようお願いいたします。 

■利用申請時に、対応できる項目に☑を入れ、施設管理者に提出してください。 

 

 

私は、施設の利用にあたり、本チェックシートに記載の各項目を順守し、感染症防止策を徹

底いたします。 

 

 氏名または団体名 

 

代表者の氏名 

 

 

 

項目 確認事項 チェック 

当面利用できない 

イベント等について 

（該当なしの場合に 

チェックしてください） 

不特定の方が集まり、参加者の連絡先等を把握できないもの。 □ 

参加者が特定できる場合において、各施設の制限後の定員を

超えて集まるもの。 
□ 

大声を出すなどの飛沫リスクがあるもの。 □ 

飲食を伴うもの。 □ 

「３つの密（密集・密着・密閉）の回避など、施設を利用する

際の感染予防対策で示す感染予防対策をこうじることができ

ない場合。 

□ 

その他管理者が感染のおそれがあると認められるもの。 □ 

参加者について 

新型コロナウイルス感染症陽性とされた者の濃厚接触がある

参加者がいないこと。 
□ 

本人または同居家族に風邪症状等（37.5 度以上あるいは平熱

比 1度超過の発熱やのどの痛み、咳、強いだるさ、息苦しさ、

味覚・臭覚異常等の体調不良）がある参加者がいないこと。 

□ 

高齢や基礎疾患をお持ちで重症化しやすい方や妊婦の方な

ど、感染リスクを心配する参加者がいないこと。 
□ 

 

   

（裏面に続く） 

 

 



項目 確認事項 チェック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催したイベント等で感染が発生した場合に、保健所等の公

共機関などによる聞き取りに協力できること。 
□ 

主催者は参加者の連絡先を把握すること（参加者の中から感

染者が発生した場合に連絡を取るため）。また、こうした個

人情報が必要に応じて保健所等の公共機関などに提供され

得ることを事前に周知するなど、個人情報を適切に取り扱う

こと。 

□ 

主催者及び参加者は熱中症等の対策が必要な場合、または屋

外で人と人との距離を２ｍ以上確保できる場合を除き、原則

マスクを着用すること。 

□ 

参加者へこまめな消毒や手洗い等、「新しい生活様式」に基

づく行動を徹底すること。 
□ 

主催者及び参加者が触れた高頻度接触部位（テーブル、いす、

備品、ドアノブ、電気・空調機のスイッチなど）を消毒して

から退室すること。 

□ 

三つの密を避けるため、主催者及び参加者同士の距離は２メ

ートルを目安に保つこと。 
□ 

大声や、近接した距離での会話等が行われないようにする

こと。  
□ 

施設利用の際には、ドアや窓を開けるなどして、30分に 

1回 5分程度の換気を行うこと。 
□ 

滞在時間はできる限り短縮すること。 □ 

相互接触の機会（対面での会話や近距離での意見交換等）を

できる限り減らすこと。 
□ 

入場時に時間差を設けることや出入り口を分けるなど、参加

者の動線に注意すること。 
□ 

直接手で触れることができる展示物等は展示しないこと。 □ 

パンフレット等の配布物は手渡しで配布しないこと。 □ 

ごみは原則として、持ち帰りとすること。 □ 

参加者に接触確認アプリをインストールすることを促すこ

と。 
□ 

 

主催者は、催し物を開催するにあたり、上記対策を怠ったことにより施設または他の利用者

に生じた損害を賠償するものとします。また、施設管理者が上記対策を講じていないと認め

た場合は、今後施設の利用をお断りすることがありますのでご留意ください。 
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